
 

2021 AUTOBACS SUPER GT 

ROUND 4 ツインリンクもてぎ 
開催地：ツインリンクもてぎ（栃木県）／4.801km 

7 月 17 日（予選）天候：晴れ コースコンディション：ドライ 観客数：7,500 人 

7 月 18 日（決勝）天候：晴れ コースコンディション：ドライ 観客数：12,500 人 

 

重ねてきた苦労が実る時！ 予選 14 番手から着実に順位を上げ、8 位入賞果たす！ 

 

 

 

 

 

 



 

 

スーパーGT に対する新型コロナウイルスの影響は、すでにシーズンがスタートしたにも関わらず今

年も及び、本来5 月29〜30 日に行われるはずだった、鈴鹿サーキットの第３戦は8 月21〜22 日に

延期。そのため、“３戦目となる”ツインリンクもてぎの第４戦「MOTEGI GT 300km RACE」は、実に

２か月半ぶりの開催となった。 

今年もスーパーGT にapr は2 台体制で挑み、「#30 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」をドライ

ブするのは永井宏明選手と織戸学選手。 

タイヤは信頼高いヨコハマが継続して使用される。 

今年になってスピードアップが誰からも評価されるようになった「#30 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV 

apr GT」ではあるが、決勝になるとどうにもツキに見放されてしまう。 

２戦ともに不運な接触によって、第１戦はリタイアし、第２戦は完走を果たすに留まっている。 

ただ、予定外に広がったインターバルは気持ち、体制的にもリセットするに絶好の機会になったので

は？ どうあれサクセスウエイトを積まずに、このストップ＆ゴーが繰り返されるサーキットに臨め

るのは、チャンス到来と前向きに捉えるべきだろう。シリーズはまだまだ序盤戦であるだけに！ 

 

 

 

 

 



 

公式練習 7 月 17 日（土）9:20〜11:05 

 

 

関東地方はレースウィークの金曜日に、梅雨明け宣言が出たばかり。好天に恵まれる中で、公式練習

はスタートした。 

開始時の気温は26 度、路面温度は31 度と、絶好のコンディション。そんな状況の下で、「#30 TOYOTA 

GR SPORT PRIUS PHV apr GT」で最初にコースに乗り込んでいったのは、今回も永井選手だった。走

り始めは確認のため、若干スローペースで周回を重ね、徐々にペースを上げていくことに。 

その効果はてきめんで、最初のピットストップ後に永井選手は 1 分 50 秒 517 を記録することとな

る。 

45 分ほど経過したところから織戸選手のドライブとなり、この頃から温度は上昇の傾向にあったに

も関わらず、まずは 1 分 50 秒 084 をマークする。その後、1 分 50 秒台でコンスタントに周回を重

ねているあたり、決勝に向けたセットアップが順調に進んでいるのは明らかだ。 

１時間 25 分経過したところで、再び永井選手がコースイン。織戸選手が仕上げたマシンの状態を堪

能している感も。 

ラストの GT300 クラス専有走行には、再び織戸選手がマシンに乗り込み、最終的なスピードチェッ

クも行うことに。その結果、1 分49 秒646、1 分 49 秒 341 と好タイムを連発して、15 番手で公式

練習を終えることとなった。 



 

公式予選 Q１ 7 月 17 日（土）14:15〜14:25 

２グループに分けられる予選Q1 において、「#30 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」はA グル

ープでの走行となり、今回も織戸選手の担当に。気温は32 度、路面温度は43 度と、公式練習よりは

るかに上昇していた。 

そういった厳しいコンディションであったことから、アタックの機会は１周だけと判断。入念にウォ

ームアップを行なって計測３周目にすべてを懸けたアタックは、1 分49 秒179 をマークしたことで

大成功！ 織戸選手は6 番手につけて、無事Q1 を突破することとなった。 

 

公式予選 Q2  7 月 17 日（土）15:08〜15:18 

永井選手にとって第1 戦以来となったQ2。気温は33 度、路面温度は44 度と、上がったのは1 度ず

つながら、織戸選手からのインフォメーションを受けて、ウォームアップを１周減らすことに。これ

が大正解！ 永井選手は 1 分 49 秒 426 をマークしたからだ。続けてもう１周のアタックは 1 分 50

秒068 に留まったものの、今回は「#30 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」の仕上がりだけでな

く、永井選手も絶好調であることが明らかになった。 

この結果、14 番手から決勝に挑むこととなり、今季初の入賞も決して不可能ではなさそうだ。 

 

 



 

永井宏明選手 

 

織戸選手にバトンを渡していただいて、クルマも乗りやすく仕上がっていましたので、のびのびとア

タックできたかなと思います。 

今年は辛いレースが続いていますので、応援下さる皆様のためにも、今回こそゴールした時に順位が

前の方にいられるようにしたいと思います。 

 

織戸学選手 

 

今回は順調に、いろんなことが進んで、予定どおりに行っているなと思います。 

本当は僕の Q1 も、「もうちょっと行きたかったな」という感じもするんですけど、何しろ確実に Q1

を通ることが最大の目的だったので。 

大きなミスもなく、良かったです。今回はロングのヨコハマタイヤのフィーリングがすごく良いので、

決勝に関しては楽しみにしています。ご期待ください！ 

 

 



 

金曽裕人監督 

去年の第7 戦も、もてぎでは入賞しているし、クルマのバランスも良く、Q1、Q2 ともにこのぐらい

のところに行くだろうな、と予想していました。 

実際そのとおりになりました！！ 

永井選手も織戸選手も気持ちよく走ってくれたので、今回のスローガンは 

『ここでポイント獲ろうぜ！』です。乞うご期待です！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

決勝レース（63 周） 7 月 18 日（日）13:10〜 

 

 

決勝前の20 分間のウォームアップでは、織戸選手が最初に「#30 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr 

GT」に乗り込むこととなった。予選の好調ぶりをそのままに、さっそく計測２周目に1 分50 秒818

を出し、次の周も1 分50 秒899 と好タイムを連発。交代した永井選手も1 分52 秒台でラップを重

ね、1 分52 秒347 でセッションを締めることとなった。 

今回もスタート担当は織戸選手。気温は 33 度ながら、路面温度は 51 度と、レースウィークで MAX

状態となったところから、レースは開始された。オープニングラップのうちに 14 番手へとひとつ順

位を上げたばかりか、その後もオーバーテイクを連発。11 周目にはついにポイント圏内となる10 番

にまで到達する。そんな織戸選手の勢いは止まらず、次の周にはもう１台、20 周目にはさらに１台抜

いて、8 番手にまで躍り出ることになった。 

 

 

 

 



 

すでに交代可能なミニマムの周回を超えていたこともあり、ライバルの多くが早めにピットに滑り込

んでくる中、ギリギリまで粘った「#30 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」は、やがて2 番手に

まで上がることとなり、そして35 周目に永井選手にバトンタッチ！ 

 全車ドライバー交代を済ませると、永井選手は8 番手に。しかも、織戸選手が築いたマージンによ

って、後続をまったく寄せつけず。それにはもちろん永井選手のコンスタントな走りも、大きく反映

された。そのままポジションを守り抜き、「#30 TOYOTA GR SPORT PRIUS PHV apr GT」は8 位でフ

ィニッシュ！ 昨年の第7 戦以来となる、入賞を果たすこととなった。 

次回は待ち焦がれた、ホームコースとなる鈴鹿が舞台。引き続きの活躍が期待できそうだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

永井宏明選手 

 

織戸選手が前の方へ順位を上げながらロングで走ってくれたので、おかげで僕は入賞の順位でフィニ

ッシュすることができました。ありがとうございます！  

みんなでクルマをうまく仕上げてくれたのと、ヨコハマタイヤもいいマッチングで、非常に乗りやす

かったので良かったと思います。 

次の鈴鹿はホームコースですから、引き続き応援よろしくお願いいたします。 

 

織戸学選手 

 

いいレースでした！ポイントゲットが目標だったので。 

ヨコハマタイヤも良くなって、クルマも良くなって、今回は本当にいいことづくめでした。 

次の鈴鹿は永井選手の地元なんでね、連続ポイント獲得を目指します。 

 

 

 



 

金曽裕人監督 

去年も、もてぎで入賞しているし、セットアップだとかクルマの方向性は最初から見えていたから 

走り出しから非常に調子が良かったので、本当に狙っていたとおりのレースができました。 

大満足のレースです。 

いつもとパターンを変えて、織戸選手から永井選手というのが、これも作戦的に良かったんじゃない

かと。ふたりともアベレージ高くて、特に織戸選手は並み居る強豪ドライバーを抜き去り素晴らしい

限りだし、その後のハイアベレージで走り切った永井選手も素晴らしい！ 

 

永井選手が覚醒した日じゃないかな？ ここからノリノリで行くんじゃないかという感じもしてい

ます。作戦を考えて、我々もオペレーションで、もっと上位が獲れる方向に持って行ってあげれば  

ドライバーとしての仕事をかなり高い次元でこなしてくれるっていうのが分かったので、非常に満足

です！  

次の鈴鹿は、去年散々の結果でしたので、きっとリベンジしてくれると思います！！ 

 

 

 


